
 

アイデンティティの伝承をめざす教育実践に関する考察 

－ニュージーランド・クライストチャーチの日本語補習校へのヒアリング調査より－ 
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１．研 究 目 的 

ニュージーランドにおける地震による被災を経験した日本人による組織の復興と新たな展開を、時間

の経過を追って把握し、実際の動きを確認し、それをエビデンスとして理論化していくことである。この

ことにより一つの理論仮説が成立すれば、他の地域の在外邦人コミュニティーの発展、あるいは復興支

援の手がかりを提供することが出来るだろう。 

この研究は、ニュージーランド・カンタベリー日本人会とこの会とパートナーシップを組んでいる子育

てサークル、日本語補習校、ＮＰＯを対象にした外国で被災した人々とコミュニティーに関する研究で

ある。外国で被災し、コミュニティーが崩壊した後に、再度、コミュニティーを構築していく複数年にわ

たる取り組みを追跡調査し、日本文化と日本人としてのソウル（WHO が提唱するスピリチャリティ）を、

如何に保持し、如何に他者に伝え、その存在の認知に結び付けていくのかを研究する。 

 このことは、国際社会の中での日本人コミュニティーという組織集団が個々人の枠を超えて、ソーシ

ャル・インクルージョンの理念を組織集団において獲得していくプロセスを、時系列的に探求し、その理

路の体系化・一般化をはかろうとするものである。 

２．研究の視点および方法 

これまで３年間にわたりクライストチャーチ現地を訪問し、現地の変化を踏査、ヒアリングしてきた実

績と関係性を踏まえ、同調査を継続させた。被災後から毎年２月末にクライストチャーチで「ジャパンデ

ィ」というイベントが開催されており、日本人コミュニティーの存在を現地に知らしめる昨日を果たし

ている。2014 年 2 月には、3 回目の現地踏査とインタビュー調査を以下のとおり行い、今回の報告のエ

ビデンスを得た。 

1） 調査の時期：2014 年 2 月  2) 調査方法：現地踏査と半構造化インタビュー調査 

3） 調査対象：クライストチャーチ日本語補習校 Ａ氏 

4） 調査内容：①補習校の概要、②日本人コミュニティーとの連携、③その人材づくり、④学校

関連携、⑤異文化の中で暮らすということ、⑥子どもを取り巻く重大課題の現状、など。 

5） 分析方法：半構造化面接の手法を用いて聴取した音声記録を専門業者にテープ起こしを依頼

し、テキストデータ化した。テキストデータは用例・例示並びに言い誤りを削除し、方言を

標準語に変換した後、文脈を重視しながら要約を第 4次まで繰り返し行った。その後、西條

(2007、2008)が提唱する構造構成的質的研究法（ＳＣＱＲＭ）をメタ理論として結果を考察

し、結果を構造的にとらえて結論を導いた。 

３．倫理的配慮 

クライストチャーチ日本語補習校Ａ氏に対して、E-mail によるインタビューの背景並びに質問項目を

示し、アポイントと研究協力への同意を E-mail により得た。インタビュー当日においても、同文書を示

し、口頭で了解をとっている。調査結果を論文として公表する場合には、事前に再度、公表にかかる了解

を得るため、テキストデータを確認していただくこととしている。 
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４．研 究 結 果 

日本語補習校のＡ氏は、クライストチャーチにおける｢日本人コミュニティー｣と「移民としての日本

人」について、図１のような認識を示した。 

図１ インタビュー調査結果の構造 

 

  出典：インタビュー調査より報告者作成 

 Ａ氏が示したストーリーラインは次のとおりである。「日本とニュージーランドの間において、子ども

たちの教育に対するスタンスの違いは確かにある。ニュージーランドでは『子どもたちの特徴』を生かせ

るよう早目の『取り出し教育』が行われている。画一的な価値観で大学を目指す日本とは違い、多様な選

択肢の一つとして大学が位置づけられている。日本語補習校の役割は、日本政府の援助を受けて、日本人

在留者とその子どもたちに、日本の教科書を使って、日本語教育を中心に、日本に帰国し些細にも対応で

きる、日本語力を修得させることである。日本語補習校を利用する親には、①将来日本に帰る見込みの者

と②ニュージーランドに永住を希望する者とがいる。①と②では親の希望が大きく異なる。この希望の

格差が学校側を『マタサキ』状態にしかねない確執となる可能性を否定できない。」「日本人コミュニティ

ーを形成する者としての①と②を区別することは適切ではなく、補習校としては学校教育としてのアイ

デンティティの伝達を大切にしている。アイデンティティを大切にするとは、文化を伝承することであ

り、それは日本の生活に根付いたものであり、学校という場に取り入れることで子どもたちに日本や日

本人を理解してもらいたいと思っている。そうした『機会としてのイベント』に参加してもらうことやと

もにそこで働くことで、仲間となることができる。」 

５．考  察 

 今回の研究は、報告者が 2012 年 10 月第 60 回本学会全国大会で口頭発表し、翌年 3月に『中部社会福

祉学研究』4、で公表した「被災地法人組織の新たな役割に関する考察」で得た知見を前提としている。 

 ここでの結論は、アイデンティティの伝承とは「オリジン(出自)」を尊重することであり、現に今、こ

こに「日本人」が存在していることから、「日本人としての生活や文化」を知るということは、移民の子

として他国で暮らす子どもたちにとっての「出自を知る権利」であるといえる。したがって、その権利を

擁護することは国際子どもソーシャルワークの課題の 1つであるとの示唆を得たということである。 

多民族国家であるＮＺ政府の認識

移民は、将来の国の担い手 ・・・・ 早めに自分（子ども）にあった教育を提供

・・・・・ 教育論として他論

日本語補習校を利用する親のタイプ

将来日本に帰る見込の者＝４５％ 日本人会は公益性を果たすために、移住者すべてを視野に置きつつ、「後継者の育成（発掘）後継者の育成（発掘）後継者の育成（発掘）後継者の育成（発掘）」を認識

・・・ガンガン日本語の勉強を 要件： 日本語と英語が十分にできる

永住を希望する者＝５５％ リーダーシップが発揮できる ＮＺは、多文化性があり、

・・・ほどほどに日本語の勉強を 政府や公的機関、他のコミュニティと交渉ができる ←（背景） 発せられた意思は、受け止めようとする。

しかし、組織的に対応するかというと

そうではない面がある

・・・・・・ アイデンティティを大切にするとは、文化を伝承すること

日本の生活に根付いた文化・行事を、学校という場に取り入れている

「補習校祭り」や「Ｊａｐａｎ Ｄａｙ」「補習校祭り」や「Ｊａｐａｎ Ｄａｙ」「補習校祭り」や「Ｊａｐａｎ Ｄａｙ」「補習校祭り」や「Ｊａｐａｎ Ｄａｙ」 ・・・・・ 機会としてのイベントへの参加の促進と協働

取り出し教育取り出し教育取り出し教育取り出し教育

日本人コミュニティーを形成する母集団

補習校の認識
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